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第15期 生 を送 るにあたって

皆 さん 、学 士 学位 記取 得 、お めで と う。

あえて 「卒業 」 おめで と うと申 しisげ ない こと に

注 目を して 頂 きた い と思 い ます 。

一般 教育 か ら始 ま って
、基礎 医 学 、 そ して臨床 医

学 教 育 に至 る長 い期 間 の学 習努 力が報 い られ、 今、

学 士学位 記 を手 に され た皆 さん 、 そ して や さ しい慈

愛 の ま な ざ しで 見守 って こ られ た ご父 兄 の皆様 の お

気持 ち に思 い を馳 せ るにつ け、私 自身 も萬 感の 想い

ま さに胸 に迫 る もの があ ります。 この想 いは只 単 に

私 一人 にと ど まらず 、教 育 に当 た られた全 教官 に共

通 した感慨 で もあ ります。

北 海道 出身 の宇宙 飛行 士 、毛利 さんが 、思 わず叫

ん だ 「地球 に国 境 は なか った」 とい う言葉 ほ ど感銘

を覚 えた もの は あ りませ ん。

ま さに国 際化 の波 は政 治 、経済 の 分野 のみ に とど

ま らず、学 問研 究 の面 で も、顕著 な もの があ ります。

「卒業」 とい う ミクロ的発 想 は
、 「こ と」 の終 わ

りをイ メー ジ しがちで す が、学 士学 位記 を手 に され

た皆 さん は、 今 日 とい う 日を 「こ と」の 「は じめ」

と位 置づ け、 とら えて ほ しい ので す。

それ は、医 師 ほ ど 「生 涯 学 習」 が強 く求 め られて

い る職 業 は他 にない か らで す。 こ と は、 ただ ち に人

命 にか か わるが故 に当然 とい えば当 然で あ りま しょ

う。

人生 とは 、生 涯 「重 荷」 を背 負 いて歩 くが如 しと

い う 「た とえ」 があ ります が、 「生 涯学 習」 の精神

を喪 失 した医 師 は病 め る人 達 や その家族 か らの信頼

を一 瞬 に して 失 うこと に な ります。

また 、皆 さん の多 くは臨床 の第一・線 に あって 、診

療 に携 わ るこ とに なるで あ りま しょ うが、 「医の心 」

とは、 「包括 医療 」 と い う言葉 によ って 表現 され る

よ うに、単 に個 々の症 状 に眼 を奪 わ れて しま う、診

療 技術 中心 の浅 薄 な職 業 人で は な く、病 に苦 しむ、

患 者 さん の全体像 を、 その豊 か な感 性 と暖 かい手 の

「ぬ く もり」 で 、病 め る人達 の 「こ ころ」 と 「か ら

だ」 を しっか りと受 け止 め る ことで あ ります。

そ して また看護 要 員 な ど多岐 にわた る コメデ ィカ

ルス タ ッフか らな る 「医 療チ ー ム」 の構 成員 か ら全

学 長 清 水 哲 也

幅の信 頼 を寄 せ られ るチ ー ム リー ダーの資 質が求 め

られ ます。

そのた め には 、激 しく移 り変 わる社会 事象 に対 し

て も鋭 い洞察 力 を保持 す る必 要 があ り ます。

今 、 わが国 は、出 生率 の激 減 と世 界一 の長 寿社 会

とい う二っ の人 口動 態 に よって 、超 高齢 化社 会へ 、

人類 史上 類例 の ない スピー ドで 、抜本的 な対 策 な し

に突 入 しっ っ あ ります 。 フラ ンスが115年 、 スウ ェ

ーデ ンが85年 を要 した この人 口動 態の推 移 を、 日本

はわず か25年 で迎 え よ うと して い るの で あ ります。

32年 後 の2025年 に は国民 の4人 に1人 が65才 以 上

の年 齢人 口で 占め られよ うと して い るので あ ります。

その頃 に は患 者の二 人 に一 人 は65歳 以 上の い わゆ る

goldageと い うこと にな り ます。

米 国で は既 にgeriatricnurseと い う看 護専門職

を懸 命 に育成 しつつ あ ります。

現 在80万 人 に達 して い る寝 た きり老 人 は、2025年

には約3倍 の230万 人 に及 ぶ と推 定 されて お り ます。

この よ うな社会 事象 の 「激 変 」 に対 して 、医療 人

と して即 応 で きる資質 と 申 しますかc叩abilityを 是

非 とも身 につ けて ドさい。

「医療 」 をめ ぐる社 会情 勢 の変化 は
、 ま こと に目

ま ぐる しく、医療法 の第二次 改正 によ って 、医療 機

関 は機能 別 に再編 され、従来 の よ うに介護 を必要 と

す る、い わゆ る 「虚弱 老人 」 に対 して は、各市 町村

に在宅 ケ ア看護 セ ン ター を設 置 して 、積極 的 に 「在

宅 ケ ア」 を行 うシステムの 導 入 が計画 され るな ど、

超 高齢 化社 会 を迎 えての対 応 が早 く も現 実の もの に

な りつっ あ ります。

しか しこ う した なか にあ って も、ゆ る ぎない基本

理 念 は心 身相関 の観点 に立 脚 した 、病 め る人 た ちへ

の そこ はか とない 「思 い や りJで あ るこ とを再 度強

調 して、皆 さんへの 「はな むけ」の 言葉 といた しま

す。
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第15期 生 を送 るにあたって

第6学 年担当 牧 野 勲

一.

15期 生 の皆 さん、御 卒業 お めで と うござい ます。

115名 の15期 生 全 員 が揃 って卒 業め春 を迎 えた こ と

は本当 におめでた く心 か らお祝 い申 し上 げます。

皆 さん は今 後 、入学 当初 か らの念願で あった医 師

と して、社会 で活躍 す るこ とにな ります が、最近 の

医学 ・医療 の分野 はこれ迄 にない大 きな変貌 を きた

して い ます 。っ ま り、分 子生 物学 や遺伝 子工 学 な ど

新 技術 の導入 によ り医 学の新 分野 が拓 け 、各種 医 療

技 術 の開発 に伴 う高度化 医療 が普 及 し、 その一 方、

量 から質へ問題 が問 われ る時代 と な り、人 口の高齢

化 とも相 いま って クオ リテ ィオプ ライフ を向Lさ せ

る治療 ・予 防 が重視 されて い ます。 また死 の判定 、

臓 器移植 、生殖 医学 をあ ぐって医 の倫理 や新 しい価

値 観 が議 論 され、加 えて社会 問題 となって い るエ イ

ズの流行 もあ ります。

この よ うな難 しい時 代 に皆 さん は医 師 と して活

躊 す る訳 で すか ら、社会 が皆 さん に寄 せて い る期待

は非 常 に大 きい もの があ ります。 しか しどの様 に時

代 が変 って も 「医師 は日頃 か ら医療 レベ ル の向 上 に

努 め、心 豊 か な人間 性 を身 につ ける ことJが 第 一 だ

と思 い ます。皆 さん が大 学で教 科書 か ら学 んだ知識

は医学 の極 く一 部 で断片 的 な ものに過 ぎません。一一・

人 前の医 師 に なるに は毎 日の実践 の中で 秒進 分 歩 の

医学 に遅 れぬ よ う勉強 を積 み 重 ね、修 得 した知 識 を

次 には応 用 す る心 が けが大切 で す。 そ して患 者 には

常 に高質 な医療 を提供 す るとい う姿 勢 を持 ちつ づ け

て 下 さい。 この場 合 、現 在の 医学情 報 は皆 さんの回

り に洪水 の ごと く満 ち溢 れ 、戸惑 うこと も少 くない

と思 い ます。 しか しその 中 にあ って情 報 を選択 し職

業人 と して正 しい方 向 を見定 め る眼 力 を養 うこ とも

大切 だ と思 い ます。

次 いで 医 療 は 患 者 と医 師 の 間 に人 間 同 志 の 信

頼 感 が成 立 して 、 は じあ て行 える もの です か ら、

皆 さん は医師で あ る と同時 に良識 あ る社会 人で あ る

よ う心 がけて 下 さい。医 師 は社 会で 責任 あ る立場 に

あ りなが ら非 常 識だ とい う批判 を時 に聞 くことが あ

ります。 これ は医師 が謙虚 さを欠 くため に生 じる場

合 がほ とん どで す。医 師 が患者 に検 査 や治療 につ い

て説 明す る こと は従 来 も行 なわれて来 ま した が(イ

ンフ ォーム ドコ ンセ ン ト)、 今 後 は その通 知 義務 が

一層 強化 され る傾向 にあ ります
。 した が って 医師 は

常 に誠意 と謙虚 さを持 って 患者 に良 く説 明 し、接 す

るこ とが第一 で 、 それ に よ りお互の信 頼関 係 が深 ま

ります。 そのた めに は時 と して 自分 の行動 を振 返 り、

逸 脱個 所 に気 がつ いた な らフ ィー ドバ ッ ク機構 を作

動 させ 、軌道修正 す るこ とが大 切で す。

最近 はテ ク ノロジー の進 歩 が人間社 会 に人 きな影

響 を及 ぼ す様 に な り、 その結 果 、生 命 の 尊厳 、医 の

倫 理 が問 わ れて い ます 。今後 これ らにっ いて皆 さん

は 自分の意 見 を述ぺ る機会 に出会 うと思 い ます。 こ

の見識 は医 師 と して の精神 的 基盤 をなす もので す か

ら、平 素 か ら思 想 を培 い、智能 を磨 き、 自分 な りの

判 断基 準 を持 合 せ るこ とが必 要 だと思 い ます。

次 いで医 師 は健 康 で ある こ とが大切 で す。医 師 は

自分 が健 康 で なけれ ば病人 の健 康 回復 に寄 与す るこ

とは出 来 ません 。 した がって不 摂生 な生 活 はすべ き
　

で な く、 自分の健 康管 理 は 自分 で上手 に行 うよ う工

夫 して 下 さい。

皆 さん は卒 業 後 、母 校 で 勉 強 を続 け る者 、道 内

で働 く者 、津 軽海峡 を越 えて研修 す る者 、 また場 合

によ って は海 外 に出 る者 など その進 路 は異 る ことで

しよ う。 しか しどの地 に居 て も自分 は旭川 医 科大 学

の卒 業生 で あ ること を誇 り に持 ち、 自分 の め ざす理

想像 に向 って 、 カ ー杯 頑張 って いた だ きた い と思 い

ます。

最 後 に皆 さん は6年 聞の長 い医学生 生活 を無 事終

え、 こ こ に卒業 す る ことが 出来 たの は御両親 を始 め

多 くの 方 々の御支援 の ーJ陰げで あ り、直接的 に、間

接的 に皆 さん を応援 して こ られた 大勢 の方 に感謝 の

念 を持 って いた だ きた い と思 い ます。

皆 さん の御発展 と御健康 を心 か らお祈 り して お り

ます。
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合 わせ各 々の役割 を しっか り果た し、 また助 け合 わ

な ければ試 合 に ならない。 この ことは 、医師 と して

がん ば って い くだ ろ う僕 ら にと って 大 き なプ ラスに

な るはずだ と思 って い る。 また、試 合だ けで は な く

ク ラブ に関 す る行 事 は1年 を通 して た く さん あ るが、

先生 ・先hに は その度 にお世 話 にな ってい る。果

た して私 に もで きるの か不安 で あ る。 きっ と先輩 方

の偉 大 さに気 付 くのだ ろ う。 残 す行 事 は追 い コ ンの

み となって しまった が、 とに か く思 い っ きりいこ う

と思 う。

卒業 して国家 試験 に受 か れ ば、医師 と して社 会 に

出 てい く。 こ こまで来 る まで にた く さん の人 にお世

話 になって い る。 両親 、親戚 、友達 、先生 を始 あ 、

と にか くた くさんの人 に、 そ して旭 川医科 大学 で の

6年 閥 に。

これ らの こ とは、私 に とってす ば ら しい思 い出で

あ り、 これ か らの活 力と なるだろ う。旭川 で培 った

こと を忘 れず に、っ まず いた時 には6年 間 を想 い出

してがん ば ってい こ うと思 い ます。 お世 話 に なった

方 々、旭川 医科 大学 に感 謝 して、 ど うもあ りがと う

ご ざい ま した。

第15期 卒 業生 土 井 敦

6年 前 、 とて も寒 く雪 のた く

さんあ った よ うな気 が します 。

摩 千葉 か ら来た私 にとって 感動 で

あ り、驚 きで あ り、 とにか く新

鮮 なこ とで した。 それ が今で は

あた りま えのよ うに冬 を迎 え雪 バ ネ を しで 、 「今 年

の冬 は暖 か いね」 と平 気で 会話 して い る。 あっ とい

う間 の6年 間 だ った よ うな気 がす るが 、この よ うな

ところ に月 日の流 れ が うか がえ るよ うだ。

最 も印 象 に残 って い る事 、 と同時 に うれ しかった

事 はク ラブ活動 を6年 間続 け られた こ とで あ る。小

さい頃 、病 弱で 運動 もで き なか った私 にとって何 よ

りも うれ しい こ とで した。 そ して す ば ら しい先生 、

先 輩 、後輩 に出会 えた こ と もあ り、辛 い と思 った こ

との ない楽 しい時 間で した 。 その クラブ は とい うと、

軟 式庭 球部 で あ り決 して強 いチ ームで は な く、負 け

るこ とが多 か った よ うな気 が す る。 しか し、学ぶ こ

とは 多か った と思 う。軟庭 とい うス ポー ツは個人 戦

で あ るが団体 戦 で もあ り1人 で はで き ない。 い わ ゆ

る ダブル ス と呼 ば れ るもの だけで あ り、2人 が力 を
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第15期 卒 業生 中村 と き子

卒 業式 まで あ と3週 間 余 りと

な り、美 しい 山 々を眺め てい る

と、旭川 を離 れ難 い思 い にか ら

れ て しまい ます。私 が旭川 医科

大学 を受験 したの は 、20代 も終

ろ うと して い る時 で した。家 庭 を もつ一 人 の女性 と

して 、この6年 間 をふ り返 ってみ ると、長 い6年 だ

った よ うに感 じられ ます。 医師 と なる為 の道 を歩 き

始 めた 事 が本 当 に幸福 な選択 で あ った の か、 自分 は

ふ さわ しい人 間 に なれ るの だ ろ うか 、 なりつつ あ る

のだ ろ うか とい う問 いか け を背負 い続 けた 日々で あ

った よ うに思 い ます。

4年 生 の学 年末 試験 の勉強 を して い るある晩 、「一

とい うことが発見 された。」とい う一 文 に、突 然深 い

感動で体 中 が満 た された事 が あ りま した。一 つ の小

さな発 見 に至 るまで の、 多 くの人 々の努 力と尊 い探

求心 が察 せ られ たので す。 自分 が その崇 高 な知 の集

積 に触 れ る ことので きる幸福 で心 が一杯 と な り、 そ

の機 会の与 えられた こ とに感謝 しま した 。 そ して 自

分の選 択へ の迷 い が消 えて い ったので す 。

も う一 っ の大 きな出来 事 は出産 した 事で した。子

供 を産んで 、初めて一人の人間 の存在の重 さを実感で き

ま した。一人一人 が、その親 に とって 、 肉親 にと って 、

どれ程 大切 な存 在で あ るか、 子供 か ら学 び ま した。

これ か ら患 者 さん に医師 と して向 い合 う中で 、患者

さん それ ぞれ が、愛 す る人 に とって かけ が えの ない

人 で あ るこ とをいつ も忘 れず にいた い と思 い ます 。

又 、水泳 部 に所属 し、多 くの 先輩 や後輩 と知 り合

い、合 宿 や練 習、東 医体 、北 医体 に参加 で きたの は

とて も楽 しい思 い出 とな りま した。5年 の後 半 か ら

始 め た勉強 会で は 、励 ま し合 い、心 か ら信 頼で きる

最 高 の友人達 を得 る ことがで き ま した。 全て が 、宝

もの です 。

旭川 医科 大学 に人 学出 来た こと はや は り素晴 しい

こ とで した。諸 先生 方 、いっ もお世 話 にな った図書

館 の 皆様 、お腹 の大 きい時 に 「気 をっ けて ね」 と声

をかけて 下 さった 、食堂 や売 店 や、 お そ う じの おば

さんた ち、本 当 にあ りが と うご ざい ま した。

最 後 に、入学 させて くれ た夫 と、全面的 にバ ック

ア ップ して くれた夫 の両親 、 と りわけ義 母 に深 く感

謝 した い と思 い ます。

"・1丁 ・■Il

第15期 卒 業生 前本 篤 男

また春 が や って くる。8年 前

の春 、私 は山登 りを始 め た。夏

は沢 を遡 り滝 の シャワー を浴 び

て稜線 に出 るとナキ ウサ ギの声

が迎 えて くれ る。冬 は広 い雪 原

をスキ ーを履 いて ウサ ギの足跡 を追 い静 か な山 に包

まれて い く。雨 もまた 山、 自然の リズ ムは 自分 で は

ど うす るこ とも出来 ない と気 付 くと、つ らい と思 っ

た 雨 がなんて こ とな くな る。無 理 の ない、無 駄 の な

い、 ゆった りと した 自然 の流 れの 中 にい ると、頭 が

か らっぽ になって体 の 中 に眠 って いた生 きる喜 び や、

素 直 に人 や物 を見 る感覚 が研 ぎ澄 ま されてい く。

最 初 それ を感 じたの は、 あ る夏 の岩場 で あった 。

難 しい ルー トに入 って しまった。 ぶ ら下 が りなが ら

真 下で私 をザ イル で確保 してい る友人 の 目を見つ あ、
"落 ちる

、 たのむ よ"と 何度 も眩 いた。 その 友人 の

1000m程 下 に広 大 な カール が広 がって いた。 ここで

死 ぬの か と考 えて いた 。頭 もボ ー と し、 それ も考 え

られ な くなって きた。 す る と何 とか ここ をの りきろ

うと、頭 で は な く体 で 感 じ始 め て いた。 細 い岩 の

裂 け目が 目に飛 び込ん で きた。 よ し、 と腕 を頭上 高

く伸 ばす と、岩 陰 と なって 目には見 え ない微 妙 なホ

ール ドが指 先 か ら伝 わ って くる。無 我夢 中で そこ を

の り越 えて み ると、 ゆ るい斜 面 に小 さな草 々 が無数

にのびて い る。た だ風 に ゆ られて小 さな葉 を広 げて

い る。 なん だか笑 い がこみ あ げて きた。

山 の さま ざまな場 面で 、必 死 にな って生 きて い る

自分 に出会 う。生 きて いた い か ら生 きて い るん だ と

素直 に感 じる。別 にlll登りだ け がそれ を気付 か せて

くれ る訳 で は ないが 、た また ま私 の場 合 は山 だ った。

また春 がや って きた。1年 前 の春 、大 切 な友 を な

く した 。 かって彼 は山 の命 を満 身 に受 け心 は素直 で

自由奔放 で あ った。夜 露 に濡 れ るの がいやで 私 がテ

ン トに入 って い る と、彼 は シュ ラフ に くる まって満

天 の星 を仰 ぎなが ら眠 った。嬉 しい時 は 自分 をな く

す ほ ど酒 を飲 ん だ。足 の向 く ままハ イマツ を飛 んで

歩 いて いた 。 ギ ョウ ジャニ ンニ クを採 るため に崖 を

よ じ登 り、 うまそ うに頬張 った。

彼 にと って山 と は自分 を解 放す るひ とつ の場 で あ

った と思 うの は、私 の勝手 な想像 で あろ うか。 だ が

少 なく とも、山 は死 ぬ場 所 で はな く、人 間 ら しく生

き る場 所 なんだ とい う考 え は共通 して いた 。 そ して

山 以外 で も そ うで きる とい う気 が して い た。気 が し

て い るだ けで、 まだ まだ か… 。 まだ彼 の こ とを考 え

る と葛藤 と混 沌 との 中 にい る 自分 に気 付 く。

あの 事故 の中 で 、多 くの方 々に心配 を掛 け 、 さ ら

に残 った私達 に も助 言 をいた だ いた。 本 当 に有難 い。

まだ これ か らも山 とは何 なの か、彼 が教 えて くれ た

こ とは何 だ ったの か を問 い続 けて い きた い。 それ が

彼 、守 谷 真一君 の冥福 を祈 る事 だ と考 えて い る。
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退官 にあたって

放射線医学講座教授

昭 和48年 か ら ・期 生 の 講 渡 が 仮 校 舎で 始 ま り、 随

分 と 大 変 な場 所 で した が 、 創 設 期 の 大 学 なん て 大抵

こ ん な もの だ とn・,て い ま した し、 よた こ の 苫労 が

人 闇 を強 く 、 逞 し く 弓ーる もの で 、敗 戦 後 あ ま り苦 労

して い ない 学 生 に は 項 度 良 い と 、 あ ま り同 情 も し ま

仕ん で した が 、 こ の ・期 生 か ら初 め て 母 校 の 教 授 が

生 まれ 、 ま た 他 大 学 の 教 授 選 考 を され た 方 ま で 川 た

の で す か ら 、 創 設 期 の 苦 労 も あ な が ち無 駄 で は な か

っ た よ うで すn当 時 私 は徳 島 大学 に 居 て 、 時 々 丁・紙

の や り取 り だ け で 済 ま せ て い ま した が 、 この 時 期 に

赴fl諮 れ た 教 授 、 ま た そ の 他 のh々 の 御 苫 労 は 後 で

苛女々 隣1か さ れ ま し た1,創1--nuRuyと い う も の は 、 ま

あlil丁処 で も 似 た り よ っ た り で 、 初 め か ら 立 派 な建

物 と設 備 が 提 供 され た 所 な どあ ま り歴 史 に も な い よ

)で 寸',メ イ ヨ ー ・ ク リ ニ ・ソク もIH舎 σ)・」・さ な言参療

所 で 先 行 き何 の 見込 も ない 所 か らxv一 ト した の で

す か ら 、僅 か20年 足 ら ガで 、 こ れ だ け の 医 科 大 学 が

出 来 上 が ・た の は 、1」 本の 経 済 が 幸 い した と は 言 え 、

ノ〔旦川1矢 手斗大 掌 び)皆4:プ ∫び)$TYIノ」と 、 先 にPit:職 され た

ノノ々 の 御1苫 労 び)}!易牛勿で も あ り ま す1、

私 が 旭 川 に家 族 共 々赴ft:し た の は 昭 和51年 で、 宿

,.,はあ り ま した が 、 部屋 は 仮 住r,C'、1司 時 に発 令 さ

れ た 汰 の 助 教 授 は 英国 、 米 国 に留 学 して も らい ま

しだ,iゾ 、も仕 事 が な く 、 こ の 頃 か ら 放 射 線 科 に もAli

Lい 光 が 見 え て 米 ま した の で 、 も う ・度 、 前 に 居 た

ス.r・ 戸 ンに 行 け ま した 事 は 田:界 の 趨 勢 が 判 一,た だ

けで も 、 そ の 後 の 旭 川 で の 仕'罫 にk変 参 考 に な り ま

した 。

教 育 、 研 究 は 少 な い 入数 で は 中 々出 来 ま ゼ 流 でL

た 、、北 海 道 の 地 方病 の 多包 三k症の 実験 研 究 が 出 米 た

事 と教 室 員 の 学 位 を 川 してri,い た 嘱 だ け で も 良 し と

し な け れ ば い け な い と思 っ て い よ 寸。

昭 和52年 に放 射 線 外 来 を開 始 しま した が 、3人 で は

と て も や っ て 行 け な い の で 、 徳 島 大学 の 教 室 員 に3

入 来 て 貰 い 、附 属 病 院 の 診 療 と 市 立 病 β完の 実 習 に 携

り 、 卒業 生 の 入f'nJを侍 ち ま した が 、仲 々 充 足 は 出 未

ま ゼ ん6し た 。 本 来 、 放 射 線 科 は 総 合 科 で 、体 内 の

静 的 、動ll勺な状 態 を諸 々の 丁・段 で 観 察 し 、診 断 を 一.)

6

天 羽 夫

け 、 治 療 を3『る と こ ろで む 、昭 和50年 ヒ頁か`㍉糊 しい

M(レ`lalityが 続 々と 出C来 ま した 、,先11CTの 川 現

で す..そ れ 迄 兄 え な か ・、た 月尚がfrl∫とII川瞭 に な ・、た で

は あ り ま せ ん か,こ れ が改 良 され 内 蔵 や 骨 び)構造 ま

で 兄 え る 』、う に な り ま した 、、超 音波 もHモ ー ドC1111.

石 、 肝 癌 、 膵 癌 な ど が判 り始 め 、心 臓 の 弁膜 の 動 き

ま で 見 え 、 カ ラ ・ ト ノブ ヲ ー がIIPIます と」血Ll塩分 布 や

流 速 、流 量 まで 測 定 出 来 て 、 治 療 に 貞献 し ま した 、、

Rl也,SPECT.SETカ ㍉【151てき て心li蔵や 月歯び)剖1分

的 な機 能 が判 り始 め ま した 、、∬11管造 影 も セ ル シ ン ガ

・カテ ー テ1レの 改 良 で 狭 窄 血 管 の 拡 張 や 腫 瘍 塞 栓

力fロr自旨と な り 、1)SAの 発i圭 てるよ り糸田い1nL管;び)崔見察

ぞ、可 能 に な って い ま す 、 それ 迄 化 学 分析 に しか 使 わ

れ な か っ た核 磁 気 共 嶋 も 、MRIと して 従 来 と は概 念

の 異 な っ た 医 学 画 像 を提 供 出 来 る よ うに な り、MRS

は 組 織 の 分 子 の 分 布 を 窺 う に 至 り ま した.ま た 最 近

で は結 石 の 体 外 か らの 破 砕 も 可能 に な り 、骨 塩 の定

駐 も精 密 に出 来 る よ)に な り 、 い 弓 れ 、 色 々 な川 途

が確 定 す る 事 と思 い ま 弓.、,また 今 後 設 置 され るCT

はspiralと 口乎ば れ る もの で 、3次 元棺1成 が 容 易1'

な り、 冠 動 脈 、気 管 芝、 胆 管 な どび泣 体 構 造 が 明 瞭

に な る は ず で す 。 放 射 線 科 は こ の よ う な装 置 を 利 用

す るLrterventiuna】Radiologyの 分 野 で 大 変 有 利

な 診 療 科 で す 、 こ れ か ら医 師 過 剰 の 時 代 に な る と11f1

い て い よ 蛍.放 射 線 科 け こ れ か らの 時 代 に 応 じ る診

療 科 で す か ら 、 卒vr一牛 の 方 々 が 彰数 人局 され 益 々 発

展 す る こ と を期 待 して い ま す,,

最 後 に 、 徳 島 か ら慣 れ な いL地 に 参 り ま した 私 に

親 身 の 御 匿 話 を 戴 き ま した 代 々の 学 長 、 教 授 の 皆 様

は じめ 医 師 、技 師 、 イ㌃護 部 、 」1務局 の 皆 様 に 厚 く{血=μ

礼 中 し1=け ま 頑自 ど)も 有 難 う御 座 い ま した 、,

`い0
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教授就任にあたって

死者の人権を守る

本年3月 に定年退 官 され た初 代教 授 石 橋 宏 先

生 の後任 と して11月1口 付 けで就任 しま した 。

私 は、小 樽 出身で 昭 和42年 に札幌 医大 を卒業 し、

東京医科歯 科大 学で イ ンター ン(途 中 イ ンター ン闘

争 のた め中止)、 昭 和47年 に法 医学 の大学 院 を卒 業

しま した 。 「ヒ トの遺 伝 」 をテ ーマ に ヒ トの染色 体 、

血液 型 多型、指 紋の遺 伝 を仕 事 と して きま した。大

学 院卒業後 は臨 床で遺 伝性 疾患 や奇 形 の多い小 児科

を5年 間程 勉強 し、 大学 の小 児科 外 来 に遺 伝外 来 、

染色体 外来 を新 設 しヒ ト染 色体異 常 で一・番 多い 「ダ

ウ ン症候群 」 を中心 に患者 をみて い ま した。 治療方

法 のない病 気 を もっ母 親 との たた かい は「ム ンテ ラ」

にあ りま した。 いか に親 にその失望 の程度 を最 少 限

に し、 早い立 ち直 り を与 え るかで した。 当時 私 の外

来 か ら出 て くる親 はみ な泣 いて 出て くるもので す か

ら 「泣 かせの塩野 」 と有 名 にな って しまい ま した。

息者 の母親泣 かせ もここまで と考え疾病 の成 因を研

究 す る目的 で血液 型 の 多型 、指紋 な どの研 究 分野 の

法医学 に足 をふ みこ んで現 在 まで どっぷ りとつ か っ

て しまい ま した 。昭和62年9月 か らこ ち らにくる ま

で の5年 間 は島根 医大 にお り、こ の間 日本 で最初 に

行 なわれた 「生 体 肝移植 」 の現場 にも立 ちあ いま し

た。島根 医 大第2外 科 は、当時 医の倫理 委員 会 に か

けず に 「緊急 チ術 」の 名 目で病院 長 の手術許 可を も

らいま した 。乎術 中 に病院長 は倫 理委 員会 を開 き、

他 の倫 理委 員の 了解 を も らお うと しま した 。 「生 体

肝移植 は生体 腎移植 と同 じ程 度 の危険性 しか な く、

委員会 にか け るほ どの心 配 もない…… 」。私 は昭 和

43年 札幌 医大 で行 なわれた 心臓移植 の時 に当時 の八

十島 信 之助 法 医学教 授 の苦悩 を知 って いたた め に、

倫理委 員会で 「生体 肝 移植 と生体 腎移植 はま った く

違 う。生体 腎 は も し失敗 して も他 に腎の ス トックが

あ る し、 な くとも人工 腎臓 で助 け ることが 出来 る。

しか し生 体肝 は肝臓 が拒 絶反 応 を示 した ら他 に代 る

もの がない。再 び両 親 のいず れ か らか も ら うので す

か…… 」 その他2,3点 コ メン トした と ころ倫 理委

員 会の副委 員長(病 院長 が当時 委 員長)に させ られ、

こ ちらに くるまで体 外受精 、脳 死 の基準 作 りなどで

法医学融 塩 野 寛

働 か されて きま した。

私 は この よ うに臨床 と基 礎 の両 方の経 験 を して き

て 、現 在の法 医学 に非 常 に役 立 って お ります 。医療

事故 や 交通 事故(む ち うちか ど うか、詐病 か ど うか)

の鑑 定 、司法 解剖 、親 子鑑 定 、生体 鑑定 に も臨 床 と

基礎 の知 識 の応用 が必 要 だ か らで す。

法 医学 は刑 事事件 の 司法解 剖 を行 い ます。死体 を

外 部 か らみ て死 因 を推 定 す る(内 科 的思 考)、 そ し

て剖検 して死 因 を明 らか にす る(外 科的 、病 理的 思

考)こ の両面 を自分で 行 う楽 しみ があ ります。 その

一 方 におい て
、死 者の生 前 言 い残 した事 を正 確 に死

体 よ り聞 いて 記録 に残 さなけ れば な らない。 例 え ば

2人 で 乗用車 に乗 って いて 事故 をおこ し、一 人 が死

亡 、一 人 が助 か る とほとん どの例 で生 存 者 は 「自分

は運転 して い ない」 と言 う。 この時 に死 者の剖 検 に

よ る損傷 と生 存者 の生体 検査 の損傷 の比 較 に よ り真

実 を明 らか にす る。司法 解剖 は真実 を究 明す る一っ

の手段 にす ぎないので あ る。医 師 は患者 の命 を助 け

るの が その使 命で す。 しか し法 医の 医師 は誤 った鑑

定 によ りヒ トー 人 の命 を死刑 台 とい う手段 で うばい

か ね ない。誤 ちの ゆ る され な い仕 事で あ るわけで す。

今 まで の医学 教育 は 患者 の命 を助 け るの が医師 の

使 命 と い うこ とか ら 「生 」 を 中 心 と した 教 育 で し

た。 しか し長 寿社 会 をむか え 、 ター ミナルケ ア、安

楽 死 、尊厳 死 、臓 器 移植 の か らみで脳 死 が社 会問題

とな り、 「生 」 と うらは らの 「死 」 にっ いて の教 育

が注 目 されて きま した 。 この死 につ いて深 くかか わ

りのあ るの が法 医学 なので あ ります 。旭川 医大 にお

い て も年間50体 の 司法解 剖 、同 じく5〔膝 の検 屍 を行

って死体検 案 書 を書 いてい ます。死 学(Thanatology)

の教 育 もこ れか らの医 学教 育 、一 般 市民 の啓蒙1:も

大切 な問題 で あ ります。

私 は、教 育 、研 究 、剖検 を通 じて 「生 と死の 医学 」

の接点 を求 め て働 いて い きま す。DNAを 用 い た法

医 学的 研究 、 さらに臨床遺 伝 へ の応 用 をめ ざ して教

室 作 りを行 って い きた い と思 います 。

「着 眼大局 、着 手小 局」 が今の心 境 で す。
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■ 産婦人科学講座 ■ 千石 一雄

私は一期生として本学で学生

生活 を送 り、昭和54年 卒業後 、

産婦 人科 学教室 に入局 し、現 本

学学 長 であ ります清水哲 也 先生

の ご指 導 を受 け ま した 。偶然 が

重 な り、 その まま大学院 に進 学

しま した が、当時 は医局 員数 も少 な く診療 、研究 に

多忙 な中、 諸先輩 よ り辛抱強 く、時 には厳 しくご指

導 をいただ きま した 。知 識欲 ば か り旺盛 で 、が む し

ゃ らに過 ご して きた よ うに感 じます が、 その 頃の生

活 が臨床 医 、研究 者 と して の私 の基 盤 に なってい る

よ うに思 われ ます。

大学 院 卒業後 、米 国 ミシガ ン州 立大学 のDukelow

教授 の ドで 、体 外受 精、初 期胚 の基礎 的 研究 に従 事

しま した。 大学 院の 研究 テ ーマ が 「排卵機 構 の臨 床

的 研究 」で あ った こ ともあ り、 この頃 よ り、わず か

100/mの 卵 子 と一・匹 の精子 が結 合 し個体 に発 育す る

生 命 の神 秘 に驚 異 を感ず るとと もに魅 せ られてい っ

たよ うに思 え ます。 その精緻 な メカニズ ム を少 しで

も理 解 した い とい う夢 を抱 きつっ 、帰国 後 、 ヒ ト体

外受 精 の確 立 を目指 して きま した。体 外受精 児の誕

生 を願 いつ っ 、暗 く、小 さな培養 室 にこ もった 日が

思 い出 され ます。同 じ夢 を抱 く仲 間 も徐 々 に増 え、

臨 床 も研 究 も こど うせ や る の な ら 国 際 レベ ル の

actMtyを こ を合 い言葉 に頑 張 って きた 成果 が少 し

ずつ実 りつ つ あ るよ うに感 じます。

この度 、石川睦 男教 授 の御 高配 によ り助 教授 に就

任 致 しま した が、医 師 と して は もと よ り個人 と して

も未 だ未熟 な私 にと りま して 、 その任 の 重 さを考 え

ます と不安 がつ の るばか りで す。最近 で は開 き直 り

気 味 に今 まで同様 、教 室の仲 間 と共 に学 び仕 事 を し

て い くこ とが少 しで もactivityの 高 い教室 作 りにつ

なが り私 の重 責の ・部 を果 た すこ とに なるので は な

いか と自分 に言 い聞 か せて お り ます。

産婦 人科 学は、Oncology,reproduction,perinatal

medicineな ど巾 広 い領域 を包含 し、婦 人 の一生 に

携 わ る診療 科 で あ ります、同 じ日標 を 目指 し一諸 に

学ぷ 闘志 あふ れ る仲 閥 を歓迎 します。一 一一==========コ

脇纏:撒 ∴1:鵜'「灘髄灘 認}∵編 耀燃ll}㎜蹴

■ 耳鼻咽喉科学講座

禽
漸

■ 川 堀 眞一

平成4年7月 に白戸助 教授 が

退 職 したため 、同 年10月 助 教 授

にな りま した 。略歴 と感 じて い

る所 を述べ た い と思 い ます。

私 は 、昭 和47年 和 歌山 県立 医

大 を卒業 し、耳 鼻咽 喉科 に入 り

ま した 。 なお、現 在 の当 大学 の耳鼻咽 喉科 の 海野教

授 が助 教授 で 在籍 して お りま した。 昭和54年 に縁 が

あ り、和 歌山 よ り旭川 に移 りま した。学生 の 講義で

変 な関 西弁 が混 じるの はこのた めで す。北 海道 に移

る際 、親 には5年 単位 で故 郷の紀 伊 半島 の最 南端 に

帰 るこ とを考 え ます と話 を した ので す が、教室 の体

制 、恵 まれた旭 川 医大 の研 究施設 の おか げで 、和 歌

山医 大の7年 半 の約 倍 にな る13年 半 を旭川 医大 で勤

務 して い ます。 この間 、 カナ ダのオ ンタ リオ州 にあ

るMcMaster大 学 で ア レルギ ーお よび それ に関連

す る細胞 につ いて勉 強 す る機 会 も与 え られ ま した。

大学 の医 師 、特 に教職 員 は診療 、研 究、教 育 が仕

事で あ る と聞 いて い ます。診 療 に関 して 、最 近で は

informedconsent,qualityoflifeな る言葉 をよ く

耳 に します が、今 に始 まった もの で はな く、患者 を

診察 した ら±it者にわか るよ うに説明 す る ことだ と考

えて い ます。一 般の 方 が今 後 も医学 知識 を増 して い

くこと よ り、 さらに人切 に な ると思 わ れ ます 。

私 を始 め 、特 に医 者 に な っ て 行 く学 生 さん達 は

知 識 、技量 不足 は謙虚 な気持 ちで勉強 して い くこと

が大切 だ と考 えてお ります。研 究 、教育 も診療 と表

裏 一体 となって い ます が、上記 しま した よ うに当大

学 には研 究 が しやす い施 設 で あ る機 器セ ンターが あ

り、私 も電 子 顕微鏡 を中心 に利 用 させて 頂い てお り

ます。今 後 も実験 を統 けた い と思 って い ます。 実験

につ い て他 の講座 の先生 方 に相 談 に行 くこ ともあ る

かと思 い ます がよろ しくお願 い します。

最 後 に、助 教授 になった 翌 日 には給 食委 員 、数 日

後 には た く さんの委 員 を命ず る辞 令 が届 きま した。

現 在 、委 員会 が開 かれ る と参 加 し、状況 の把 握 に努

め てい ます。 今後 と も、 よろ しくお願 い します。
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講 師 に 昇 任 し て
■ 生物学教室
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層 立 野 裕幸

「研 究 と教 育 は車の両 輪で あ

・て,/;rIの 教官 は 二の両 方に

熱心 で なけ れは な らない」、,初

代 教授 の旋lj'和哉 先生 の 方針 が

'11教室 のfム統 と な ・2て、 ヒロ勇

次郎 教授 に受 け継 がれ てお りま

駅,今Ill1、 講 師 に任 ぜ られ た こ と で 、 研 究 の み な ら

'ゲ教 育 の ・端 もれしう%t;iに な り
、 心 機 庫云、 ・層/J

カ/所 存 で ご ざ い ま す 。 何 卒 よ ろ し くお 願 い 中 し

isず ま 一ポ、,

私 はII"和55年 弘lll∫メ(学理 学 部 生 牛勿学 科 を 卒 裳後 、

本 ←』諸の 生 牛勿'9≧郭(室!＼ 伊F究生 と して 参 り ま した.、 当四芋

か ら教 室 の 研 究 テ ー マ ≪.・ 貫 して お り 、 美 目'先生 の

指 導 の ドに 、 「哺 乳 類 卵.f・に 対 弓る 放 射 線 σ)影 響 研

究 」 や 「ヒ トに お け る 染 色 体 異常 の 生 成 機 庁:に 関 す

る モ ブル 研 究1か 昼 夜 間 わ ず 活 発 に 行 才っれ て い ま し

た,1研 究 の 最 先 端 の場 に お け る厳 し さを その 時 は じ

めz実1感 しま した 口

昭 和58fド10月 に は 、 そ れ まで 教 務職 員 で あ っ た 舟

木 先 生(現 鳥 取 大学 医 学 部 講 師)の 後 を引 き継 ぎ ま

した 、,そ の 頃 か ら始 め た 「幼 皆 卵 一f・に 対 す るX線 の

影 響 研 究 」(塾広 島 大"}身か ら学 位 を い た だ き ま した.

ま た 、 コー ル デ ンハ ム ス タ ー・卵 と の 異種 問 体 外 受 精

法 を応 川 して ウ シや ヒ ツ シ び)精1染 色 体 分 析 法 も確

航てでき ま した,、 こ び)blf究 力咲き一っカ」け と な 夕」、 ミ ネ ソ

タ 大 学 獣 医 生 物 教 室 か ら 染 色 体 分 析 の 技 術 指 導 に

招 か れ 、1ヵ 月'ト ほ ど行 り て き ま した 、,現 在 は,こ

れ まで 技 術(i勺に 難 しい と さ れ て い た 未 受 精 卵 の凍 結

保 存 に も取 り組 み 、 成 果 もLか っ て き て い ま す6

と こ ろ で 、最 近 の 遺 伝 ゴ・1:学 や発 生r学 的f'rl:の

導 入 に よ り生 命 科 学 のfill'4,新 しい 展 開 を 見 せ て い

ま す,、ノi三牛勿'1}∫rの郭(fi'f、辱と してfk・ ♪Cい るVilleev)

「Bi(,1〔,gylに は す で に遺 伝r診 断 やAII)5
,ト ラ

ン ス ジ 「ニ ノクマ ウ ス 等 、 最 先 端 のfff'内 容 が紹 ブr

され て お り 、医 学 部 に お け るノli物学 の 講 義 に は 、 今

後 こ の.よ うな医 学 に関 連 した 内 容 を で きる だ け取 り

入 れ てい く必 要 が あ る と 考 えて い ま す.そ れ が 医 掌

を学 ぶ べ く ス タ・一ト台1.泣 っ た 学 生 に と ・って 勉 学L

の 良 い 刺1敷 に な る も の と石雀信 して お り ま'‡',

今 は ス タ ソ トレ ス時 代 で す が 、 気 持 ち は 常 に スハ

イ クの 状 態 にLて 研 究 ・教 育 と い)Illll輪 で 走 り続 け

た い と 思 り て}Jり ま す,1

学 内 ニ ュ ー ス

一
「 スキー教室が留学生を交

えて実施 される
今 年 度 も12月2】ll(月)・22Fl〔 火)の両LJ、 恒f列 の ス キ

ー 教 室 が 、 外 国 人 留 学 生5名 を含 む25名 の 学 生 の 参

加 を得 て 、 北 大 雪 ス キ ー・場 で 実 施 さ れ ま した,,

初i【 は 、 午 後 か ら 初 心 ・初 級 ・lll級 ・ ヒ級 の4班

に 分 か れ 講 習 、 夜 に は 丸 瀬 布 温 泉 に移 動 し講 師 及 び

外 国 人 留 学 生 を 匪1ん で 懇 親 会 が 開 か れ ま した 、,

2目 目1よ午 後3鴫 …に スキ ー},Kを 発 つ まで 講 習 か 行

わ れ 、 全 員 名残 惜 し く も ス キ ー場 を 後 に しま した,

G∫:生 課 〉

!,

犠

.、ダ

ク リス マ ス コ ンサ ー トが

病 院 ロ ビ ーで 実施 され る
室 内 合 奏 団 と 合 唱 部 に よ る ク リ スマ ス コ ン サ ー

が12月22目 肉 ・23[嗣 く1それ ぞ れ 病 院 ロ ビ ー で 行 わ

ま した,、

二v)コ/一 けー一 トはllヒ頁U)糸東習 成 果 を 発 表 す る と と

も に 「入院 生 活 を送 っ て い る 患 者 さん の 励 み に な れ

;よ]と こ の 時…期 毎 年 企 画 され て い る もU)で 、 ロ ヒ ー.

に は 入院 患 者 、 看 護 婦 、医 師 な ど 約roodが 詰 め か

け 、 コ ンサ ー トを 楽 しみ ま した 。

浄

]

(学生 課)
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平成4年 度一 1年 の あ ゆ み

1(111

20日
し　

2111

4月
亀卜成nf卜 度 人 学 式 〔於 体 育 館)

[掌斤人!ド[00名(・)ち 女f㌃ド}身博モ24名)1

新 人生 研fl葛 第1111ill

(於 第2・4セ ミナ ー 室 、 和 室 〕

5月
12日 医 師 国 家 試 塔寅合 格 者 発 ノ乏

(乍Pll!:合格 者116名 、 合 格 率9〔}.6%)

6月
51i第181ロ1ひ ミノ〈劣{

7Hプ ・一 マ:「 一匂」「=金=』

3011斗 ∫二fし「1:Il[三手妥'」・メへこ 〔ろ恐 第2会 百L養室)

〔弓たf立言己被 キ受」.声者2名 〉

恥 海鵜l!!藁 。、

ミ ン ト ン(男 女)、 リ ノ カ ー 、 バ ス ケ ノ ト ホ

・・ル 〔男 如
、 ≠二道 、 剣 道 、 弓 道 、 空P、 水

ギ永(男 女)、 コ ル'ノ1りIJ女}

成 績:ハ ス ラ ノ トホ ー ル(女)優 勝

コ ル ノ 〔リ1〕 優 勝

総 含6位

纂轟 啄憾

黒_

第18回 医大祭

hH

3月

1

雀

-

1

7月

地 区 体

第39回 北 海 道 地i〈 ノ〈学 体ri/`'"1:

(本 学 が 当 番 校 と して 実 施)

[イ〈学 参 加 種 目1陸1滝 尭技(リ}如 、 準 硬 式

甲iニヒ求、 ノて入ケ ノ ト7トー ル(」 ノ}女)、 ノ{レ ・ 月、

ル(リJ女)、 リ ノカ ー 、 卓 球(男 女)、 バ

トーミ ン ト ン(り}女)、 柔き並、f:9}近(り})、r}}fi

lリi女)、 ソ フ トT一ニ ス(ワ3女)、 ノ、ン ド;t一 ル

成 績:男 ヂ総 合8flノ:、 女/総 合9fウ:

第35回 東 日本 医 科'11二1生総 合体 育 大 会 蔓季 大 会

(iこ管 校 昭 和 メご;∫7医学 部>

i本 学 参 加 種 目 」陸}=競 技(ワ 汝 〉 、 準 硬 式

野 球 、 テ ニi(男 女)、 ソ フ ト プニ ス(り}女)、

}巨珂ヒ(り}女 〕 、 パ レ ・一ホ ・ ル 〔男 女)、 バ ト

6日

8月
第35[口1刺1イ ≦医 科 学 生 系惹合体 育 左会 冬 季 左 会

〔1三管 校 福 島 県 立 医 科 メご拘

[イぐテ参 り[片重111ラ グ ヒ ・ 、/〈 キ ー 、rイ ス

ホ ッケ ・一

・拘 友4年 度 納 骨 式 〔於 本 「噛;孫内骨 堂 〉

7月
し

8月

9月

1(i

91i体 育 ノく会Gl催 「コ身'拍

[童尭才芝手重目1リ ノカ ー 、 ノ{レ ーr;・ ノし、 ソ フ

トホ ー ル 、尉司り1キ 、 リ レ ー.、膓尺f云

16日 杓 友4年 度 解 剖 体!壱:霊 式 並 ひ に 之部 大臣 感 謝

状 伝 達 式 〔於 体 育 館 ・第4セ ミリ 室)

体 育 大 会



30f1学 付:記授 与式(於 第2会 議 室)

(学位nL被 授j.2名)

・「"μ 一ダ
説

齢

5目
　

29口

2611
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30日

バぱ レは

絶
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黛轟躍i嶽 写㌘
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解剖体慰霊式

も
ゑ

サ
、
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、魯
叢
驚

10月

平 成n年 度 公 開 講 座

「脳 と か ら だ と 心 」

新 入生 研 修 第2回 目

{乃奄 第3-4-t一 ミーナー一 室}

スキ ー教 室

新入生研修

1月
16日 平 成5年 度 大学 人学 者 選 抜 メ(学 ノ＼試 セ ン ケ ー

17日Ii式 馬寅/本'デ=会 場898名)

】8日

18日

25日

4[

6日

1011

12日

20日

25日

11月

5日 本'γ:ll己,念 日

腰 月
ス ヤー教室(於 北 大雪 スキ ・一場 〉

講師4名 厚生補 導 委員会委 員、

参加学 生25名

学 位 記授 与式(於 第2会 議室

(学位 記被 授 与 者3名)

2月
天羽教授最終講義

平成5年 度k学 院入学 音選抜試験

平成5年 度第2次 試験(前 期[程 〉

3月

平 成5年 度 大学 院 入学 者選 抜 試験 合格 者発 表

'1ろ成5年 度第2次 試験1前 期fly呈)合 格 者発表

大羽教授 歓送 式

平 成5年 度 第2次 試験(後 期II程)

平 成5年 畦 第2次 試験(後 期 「u'.1:)r替各者発 表

'F成4年 度学 上学位 記}斐与式(於 体 育館)

('二}そ上・つ≒f凱言己被書受rf一者ll5名)

博ll学 位 記授 与・式(於 第2会1議 室 〉

(博上学ll'1:記被授与 著22名)

2]II
ち

22日

25日

ll

天羽教授歓送式



一A

週休2日 制に伴 う

カ リキュラム及び窓ロ業務の変更 について

平 成5年4月 よ り完 全週休2日 制 が実施 され ます。

それ に伴 い新 カ リキ ュラ ムが実 施 され 、全学 年 、

土曜 日は休 み とな ります。

また、学生 課窓 口業務 日、及 び売 店 、食堂 な どの

営 業時 問 も変 わ り ます 。

概略 は以 下 の とお りで すが 、詳 細 は4月 に発行 さ

れ る 「学生 生活 の しお り」 を参考 に して くだ さい。

新 カ リキ ュラ ムにつ いて

○主 な変更

従来 の一 般教 育科 目及 び専 門教育 科 目の区 分 を廃

止 し、基礎 教 育系 、基礎 医学 系及 び臨床 医学 系 に分

類 した。

〔基礎 教育 系〕

① 基礎 教 育系 の区 分 を 「人 文 ・社会」 「自然 」 「体

育」 「言語 文化 」 「総 合科 学」 に細分 した。

②1学 年 の 「言語 」 、2学 年の 「外国 文学 講読 」

「古 典講読 」 を廃 止 、 また、 「ドイツ語 皿」 を4

単位 か ら2単 位 に削減 し、 これ らを統 合 して 「語

学講 読 コー ス」 と して 英語 、 ドイツ語 、 ラテ ン語 、

日本語 の4コ ー ス を設 け1科 目2単 位 の選択 必修

と した。

③ 「物 理学H」 「化 学II」 「生 物 学 皿」 を それ ぞ

れ4単 位 か ら3単 位 に削減 し、新 た に 「自然科 学

特 別実 験 」2単 位 を設 け、物理 学 、化学 、生 物学

の3っ の実験 コー ス に分か れる、1科 目2単 位 の

選 択必修 と した 。

④ 「体 育 講義 」 「体 育実 技」 を廃 止 し、新 た に、

「体 育実技(体 育理 論 を含 む
。)」2単 位 を設 けた 。

〔基礎 医 学系 〕

①4学 年 の 「医 科学特 論Jを 「医科 学演習 」 と し、

1基 礎 講座 に1週 間配 属 されて演 習 を行 う。

〔臨床医学 系〕

①5学 年 の 「臨床 実 習序論 」 の内容 を一部 変更 し

た。

②5-6学 年の 「臨床 講義 」 と 「主要 疾恵総 合 講

義」 を統 合 して 「主要 疾患総 合 講義及 び臨床 講義 」

と して 、遍2コ マ 開講 す る。

③ 新 カ リキ ュ ラム実施 に伴 い、平 成5年 度 に限 り、

第4学 年及び第5学 年それぞれで 「臨床検査医学」

を開講する。(以 後、4学 年で開講)

④ 「関連教育病院実習」を臨床実習から独立した

科目とした。

⑤6学 年の夏休み開始1週 目を 「自由選択実習期

間」として、基礎医学または臨床医学講座におい

て、自由に研修できる期間を新たに設けた。

学生課窓ロ業務について

学生課の窓口業務は月曜日から金曙日までとなり

ます。

図書館の開館について

図書館の開館は平成5年 度は従来どおり月曜日か

ら土曜日まで開館 します。

保健管理センターについて

従来どおり月曜日から金曜日まで。

週末におけるサークル活動中の負傷は、附属病院

で手当てを受けてください。

福利厚生施設の営業について

食堂 ・喫茶 ・売店 ・書籍 ・理髪は月曙日から金曜

日まで営業。

体青施設 ・セミナー室の使用について

週休2日 制に伴い課外活動の充実を図るために体

育施設 ・セミナー室等の使用期間及び使用時間を下

記のとおり変更しました。

体育施設

使用できる期間1月5日 から12月27日まで

使用できる時間 午前6時 から午後9時 まで

合宿研修施設

使用できる期間1月5日 から12月27日まで

セミナー室

使用 で きる日 月曜日から金曜日まで

使用できる時間 午前9時 から午後9時 まで

学生室

使 用 で きる日 月曜日から金曜日まで

使用できる時間 午前8時30分 から午後9時 まで

(学生課 ・図書課)
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.一 嘲脚 榊 軸 唱「■肺畠'F「

お し 馬b せ

退館管理(ブ ックディテクション)

システムの導入について
図 書館 で は 、 カバ ン ・コー一 ト等 の持 ち込 みが 自由

で 人 りや すい図 淋館 に改 善 するた め、退館 管理 シ ス

テ ムを導 入 し'F成5年4月 か ら稼働 しま す..

この;/テ ム碑 人 は り・肇斤た1ご 臆f`k引

と も あ り ま す が 、 ご理 解 と ご 協 力 を よ ろ し くお 「頼い

い た し ま す 、、

1..遺 ま負官'isf里シ ステ!・ と:よ

退 館 時 に 図 書館 蔵 書 の 貸 出 丁続 き を忘 れ た 場 含 な

ど 、警 告 表 示 な ど で 利 川 者及 び 図 、1}二館 員 に通 知 す る

シ ス アム てるオ'・,i

2.r1・ ノカ ー にダつい てi

カ バ ン等 び)持 ち込 み が 自 由 に なる こ と によ り 、ロ ッi

か 一が 少 な く 紋 働 沖 昂 ・汰 き 効 バ ンが 人r,

r,一い な どの こ持甘商にっ い て 改 善 一rろ こ と が で きま す...
i

た だ し 、現 在 あ る ロ ッ カー:.よ身 軽 さ を こ 希 望 の 方1

の た め に 残 し ま す の で 、 引 き 続 き 利 用 で き ま 弓...

3.留 意 事 項

・1・i・1入、口 が 入 る通 路 と 出 る通 路 の 別 々 と な り よ す り1

・ カ バ ン等 は 、机 の 下 に 置 い て くだ さい,

・席 を離 れ る場 合 な ど貴 弔 品 等 の 循;琿 は 各 自 で ...

・既 に 貸 出 済 み の 図 書 で もi口 を通1固 す る と きに は、1

必 ポ係tlに 提 示 して く だ さ い.,

(附 属 図 書館)

学生団体の設立・継続届 について
'F成5年 度 に お い て 、 新 し く設 疏 しよ うと す る 学i

生 け1体 、 も しく は 活 動 を細1糸売Lよ う と す るけlf奉は 、1

4月3〔)II('f1ま で に1没立 届 ま た は継 続 届 をP噛1そ生 係 に提

出 し ぐ くだ さい,1

な お 、 継 続 届 の 提'f'力玄な い 学 生 卜rl体は 、 解 散 した

も び)と して 処 理 し ま す の で 注 意 い ご くだ さい.

〔学 生 課 一

平成5年 度 前期分授業料免除

及び延納 ・分納 について
平 成5年 度 前 期 分FrP1.丁料 免 除 及 び 延納 ・分 納 を 希

望 す る 者で 、 ド記 基 準 の い ず れ か に該 当 す る と思 わ

れ る 音は 、 教 務 部 学 生 課 厚 ノL係r必 要 書 類 を受 け取

り ド記 の 期 間 ド・」に 申 請 す る こ と.

な お 、 申riftVに 一'Jいて は 、選 考の 間 授y,'料 の 翻ま入

を 猶1冗 ま す

まオニ、 イくH月な,1∴uよ、1司f系1こ1昌」し、r}才)ぜ原自し、.圭'`㍉.

記

1.授 裳料 免 除jl奪準

(1)糸 苓ギ斉白勺∫壁1打に.よ つて キ受業室こi・び)糸内rrカ ご1木1難て訴あ

り、 かり 、学 業優 秀で あ る と認 め ら れ る 場 合

な お 、'r成5年 度 に お い て 原 級 に留 置 さ れ て

い る 者 丈;よ、 最 短 修 業 年限 を越 え て 在学 して い

る 者 は 、 免 除 の 対 象 とLな い 〔休 学 の 理 由1、二よ

る者 を 除 く)

121授 業 料 納 期 前6月 以 内(新 人生 につ い て は 、

人学 前1年 以 内)に お い て 学 生 の 学 資 をllと し

て 負 打!し て い る 者(以 ド「学 資 負 ヂ旺音 」と い う∩)

が死 亡 し 、 ～ぐは 本 人若 し くは 学 資 負 担 者が 風 水

害 等 の 災 害 を受 け た こ と に よ り 、授 業料 の 納 付

が 著 し く困 難 で あ る と 認 め られ る場 合

1131(2)に 準 一ザ る場 合 で あ ・.♪て 、 掌 長 が相 当 と,認め

る ・拝由 が あ るナ易合

…2.申 請 書 類i

lI1)f'料 免 除 申 瀦

1〔2/学 資 負 担 者 が 死 亡 した 場 合 は 死 亡 診 断,1;!
1

131災'r:を 受 け たf"iilよ 罹 災 証 明 」}(市1)く 田r村 、

;警 察 、 消 防 署 力発 行 した もの,}

(4)「ri〈 田f季丁{己fゴv)1・斤子{}言d・目月 井(糸rヤ 与・戸斤fi}者i∴ 一)1

い て は 、'r成41卜 分 の 源 泉徴 収 票 を 、給 与・所 得1

潮 外 につ いて は 、杓,覧4f粉 の確 定 中告,・}・■
　

1百i・=1貢i>等 び)2メし(碍 ㍉言fを ・;こ『d一る'家r方欠塩こ`上1

分)を 、 よ た 、学 資 負 担 者 が 死 亡 した場 合 は 、1

タピL=前∫ぴ)li斤fi_f.rfd:明渥 をll卜itて 渚ミfすす る こ と、、)旨

15)失 業 者 は 、 民 生 委`以1、x職 裳安 定 所 の 証 日ILI}・

6}生 命 保 険 金のaz、 い 斉'受け た 場 合 は 、 当該 保

険 会 社 の 保 険 金 だ払 証1りL1}

〔7)家 族 の 中 に就'マコ者 が い る場 合1よ 、 そ び)者(中

請 者 ・卜人 及 び義 務 教 育 の 就 学 者1、仁除 く,.)の 在

学 証 明 書

〔8}ドi動 中f呆 有 に 関 す る 中 疏、穿

〔9)そ ♂)他家 庭 ・峯;情に.上 臣)参 考 と な る 記lll月詐 箸二

3.申 言占其月μ{】

〔1>イliド1∫=生rl∫ ～～5fl乱2月15日(月)

3月311「(ノ 」く)

、2,・ 賊51渡 ノ、学 ・1こ_・賊5年4月1【i(木 ■

一4月221i・ 木)1

14
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平成5年 度 日本育英会奨学生
の募集について
日本 育英 会 は、優 秀 な学生 で経 済的 理 由の ため就

学 困難 な者 に学資 を貸 与 して;」ります。

本学 で は、 日本 育英 会 か らの推 薦依 頼 に基づ き、

出願者 の種 々の条件 を 考慮 して選 考 を行 い、 日本 育

英会へ推 薦 します。

た だ し、 日本育 英会 で は奨 学金 貸与 の種 別 ごと に

推 薦基準 が定 め られて お り、 その資格 が あ って も採

用枠の関 係で推 薦 で きない場 合 があ り ます。

奨学生の募集要項 を、4月 上 旬に公用掲示板 に掲 示 し

ますので、貸与 を希望 する者は、提出期限 に遅れ ないよ

う所定の書類を教務部学生課厚生係 に提 出 して ください。

なお、募集の時期以外に家計の急 変により、学資 の支弁

に困難な事博が生 じた場合は、同係 に相談 してくだ さい。1

学生教育研究災害傷害保険の
加入について

本学 は、学生の正課中 ・課外活動中における災害事故

補償 のために 「学生教育研 究災brr呆 険』 の賛助会員

大学となり下記のとおり加入受付 事務等 を行っています。

本保 険 は、学生 の互助 共済 を基 本と して 運営 され

て お り、学生 生活 中 の万一 の場 合 に備 え、で きるだ

け全 員の加 入 を勧 めて い ます。

まだ加 入 して い ない学 生 は 、加入 す るよ うに して

くだ さい。

記

1,受 付 期 間

2.受 付 窓 口

3,保 険 料

自 平 成5年4月1日 休)

至 平成5年4月30t」(金)

教務 部学生 課厚 生係

6年 間

5年 間

4年 聞

3年 間

2年 間

1年 間

4,支 払 い保 険 金の種 類 と金 額

3,400円

2,950円

2,450f'1

1,9001'1

1,300f'1

750円

区 分

種 類

正 課 中

学校行事中

学校施設内の休憩中
学校施設内外の課外
活動中(学 校施設外
の課外活動について

は、大学に届出た活
動に限る。)

死 亡保 険 金

「--

1,200万 円 600万 円

後遺障害保険金 54万 円 ～1,800万 円 27万 円 ～900万 円

医療保 険 金

一一

実治療n数4日

以 上が対 象
6千 円 ～30万 円

実治療 日数14日

以r.が 対象
3万 円一30万 円

人院加 算金 1日 にっ き111円 1Rに つ き4,000円
一 ・

20才 以上の学生の国民年金
への加入について

国 民 年金 法 の改正 に伴 い、大 学 に在学 す る学 生 で

20才以上の者は、平 成3年4月1日 から国民 年金の被保

険者(当 然加 入)と して適用 を受けることになりました。

従 来学生 につ いて は、20才 以 後花学 中 に障害 者 と

なった場合 、国 民 年金 に加 人 してい ない限 り障害 基

礎 年 金 が支 給 されず無 年金 となって い ました。 また、

基 礎 年金制 度 は、原 則 と して、20才 か ら60才 までの

40年 聞加 入す る こと を前提 に満 額 の老 齢基礎 年金 を

支給 することとされていますが、学生 は、任意 加入 と

され ていた た め20才 以 上 の 在学期 間中 に、国 民 年金

に加 入 して い なか った もの につ いて は、卒業 後 年金

制 度 に加入 して も満 額 の老齢 基礎 年金 が受 け られ ま

せんで した 。

このため 、国民 年金 法 が改正 され、平 成3年4月

1日 か ら、20才 以 上 の学生 も全て国民 年金 に当然 加

入 す るこ と にな りま した。

なお、国民 年金 へ の加 入の手 続 き、保 険料 の納 付

方法 及 び保 険料 の免 除等 の詳細 につ いて は 、学生 課

厚生 係 又 は、住民 票 を登録 して い る市区町 村 の国民

年 金担 当窓 ロへ直 接問 い合 わせ くだ さい。

「新歓合宿」のお知 らせ

毎 年大好 評 の 「新 入生 歓迎 合宿 」 を、今 年 も4月

10・11日 に行 うこ とに な りま した 。

予 定内 容 は、医療 の 先端 を実践 されて い る教授 の

講演 、各 クラブの紹 介(と って も楽 しいで す よ〃)、

学 内 め ぐり(学 内 の施設 の位 置 を早 く知 り、大 い に

活 用 しま し ょう!ノ)な どが、 まず 学校 で行 われます。

その後 、ホテ ル に行 き、先輩 方 との グル ープ交流 会

(学生 生活 につ い ての 質問 を持 って行 きま しょ う。

先輩方 が細 か いア ドバ イ スを与 え、疑 問 にお答 え し

ます 〃)、新 入生 全 員の 自己紹 介(昨 年 は、体 操の 床

の演技 を被 露 した人 、一発 芸 を した人 な ど、い ろい

ろ とい ま した よ〃)、クラブ勧 誘(し っ こいですよ〃)、

そ して 、1年 生 だ けで飲 み明 かす ので す〃 とは い っ

て も、寝 た い人 は布団 もあ ります。 飲 みす ぎて、 万

・の こ とがあ って も
、先輩 が助 けて くれ ます 。大浴

場 で裸 と裸 のfiっ きあ い、 も楽 しいで すよ。

昨年 は約90名 の1年 生 が参加 し、約200名 の先輩

方 が訪 れて くれ ま した 。 この お も しろ さは、ま さに、
「百聞 は一 見 に如 かず 」で す

。必 ず 、 多 くの 友達 が

で き、次 の 口か らの生 活 が うま くゆ くこと間違 い な

しです。 ぜ ひ参加 して 、 この おも しろ さを実際 に自

分 の肌 で体験 して くだ さい。

～上級生 共 々、心 よ り新 入生 の参加 をお待 ち

して お ります 。新 人生 歓迎実行 委 員会 よ り～

一15一
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学生食堂 ・喫茶の価格改定について
,;;.及び 喫 茶 の 価 格 か 平 成5年2月1日 か ら

、

、渚牛勿f面び)高N,、 営 業 経 費 の ヒ昇 等 、渚舟窒び)事↑青に よ り、

食 堂 平 均8.9%、1喫 茶'r均10.6%f直r.ト され ま した り

(学 生,課)

課 外 活 動 短 信

東 医 体12/25-12/`L9軽 片沢

使用活字の変更について
「か ぐ ら お か1の 使 用 活 宇 か/¥回 よ り 大 き く な')

た び)1こ1下売YJ)セ 亨さ/し1二よ御i缶乱付'き'rし ょ うカ・

従 未σ)11級 の 活 字 を12糸及に 変 え 、紙 面 を・見 や す く

匹 ま した 。-ti"ひ74号 と 上い て 兄 て く だ きい ・

'アアイ ス オく・ソ今 』・LIIn

NIVP・ オくイ ン ト1こ

VEST6・F、V

VEST6・DF

VL:S'1'6GK

優 勝

r'果 直 之4fト

奥 山 淳4年

ノ」、 季す;,・.;il4flζ

高 橋 淳 ・4年

L 表 紙 写 真 の 説 明

査電 子顕 微鏡(S-4100)

試料r,い し内部 の像 を、広 い倍 率範 囲 にわた

・,て、凹 凸の微 細 な情報 を 一ラ欠元的 に観察 オるこ と

が出)kる 装置 で 、広範囲 に利用 され てい る一

教 官 の 異 動
※ 昇 任

5.3.1f・f生 丁ヒつ∫=第 ㌃言茜∫坐 月力孝文キ受 金令イく 争谷

藻§難羅羅羅羅羅羅羅嶽羅嶽羅羅羅羅羅羅羅嶽楽羅嶽羅羅霧嶽嶽羅羅羅嶽羅羅嶽羅

葱
♂

細該
響
・

謁

血
び

アナログ言語論

桝

田中 剛

毎 年 、 新 入 生 は 最 初 の ド イツ 語 の 時 間 が 終 わ っ た

直 後 、 私 の 前 に 歩 み 寄 り 、 少 し誕 し げ に こ う尋 ね る.

「あ の う、 辞 書 は ど ん な も の が い い ん で す か 、,1

行崔力・に 、辛斤しい タト匡揺吾とU)1中1会 し}1よ辛斤 しい111.4.u一と

の 出 会 い で も あ る.私 が 、 ガ イ ダ ン スの なか で ま つ

た く そ の こ と に 言 及 し な い の で 、 必 須 の 条 項 を忘 れ

て い る と彼 ら は思 うの で あ ろ う。「辞 苔 を 引 き潰 す1、

言 葉iは悪 い が 、 筍 も 外 国 語 に挑 む 学 生'で 、 こ の 域 に

達 弓ーる ほ ど 熱 心 に 学 ぶ 意 気 込 み が 、 本 当 に あ る な ら 、

種 類 な ど ど うで も よ い で は な い か と 心 中 で 囁 き な が

ら 、 いつ しか 私 のiRよ 数 社 の71ごピ コ ヲ ー な辞 書 の 名

を羅 列 して い る。

言梧 は 辞 書 と い うハ ン マ ー で コ ツ コ ツ打 ち砕 い て

理 解 で き る よ う な鉱 石 で は な い 、 と これ か ら2年 が

か り6じ っ く り教 え よ うと す る 私 は 、 い か に も イ6d

用 な ドイ ツ 梧 教 師 で あ る。 「単 語 の意 味 が 知 りた い

だ け で す 」 と 言 う学 生 と 、 辞 書 は決 して 言語 使 用 の

マ ニ コ ア ル で は ない 、 と β お う と す る私 と の ーuiiHNよ

平 行 線 をた ど る,、困 難 な受 験 英語 を通 過 して きた 学

生 に、 そ れで は と い くつ かの 質 問 をす るu{letaught

meEnglish"と``lletaughtEnglishtome"と の

使 い 分 け は?、 とか 、"Id{m'tlikeit"と 言 うが 、

"ltIik
esmenoteと1よ 「勃)ぬ ほ ど1』 分 に 現 代 人 で

あ る皆 さ ん は 、 こ の 二 つ の 表 現 の 裏 に デ カ ル トの

」`C
・k;t・erk・sum"に 匹 敵 す る認 識r=の 大 き な相

違 び)あ る こ と を 考 え た こ と は?、 と か 、 も ・)と単 糸屯

に 、"doubt"の"b"は な ぜ 発 辞 し な い の か 、 と か 、

要 す る に い か に 「亨語 の 柔 構 造 の 理 解 が 大 切 か と い)

こ との 示 唆 を与 え る の で あ る、、 「あ0)う 、 辞,彗 は ど

ん な も の が い い ん で す カ㌔1の 「は1と 「が1は`

体 ど ち ら も能 動 的 な}1格 の 格 助 詞 な の か 、 と い う 日

本語 の 問 題 は ど うで あ ろ うか 、 以 ヒの こ と は実 は ド

イツ 語 と 密 接 に関 係 が あ る 、 な ど と 、 ア ル フ ァベ ッ

トの 　a"v)音 佃iに つ しジぐ述 べ る夢隻階 か ら持 ち1『11・it

ば 、少 な か らぬ 学 生 が 動 揺 を示 す こ と に な る.1

そ こで 目 を 輝 か せ て く れ る学 生 は お ら ぬ もの か と

思 い っ っ 、 ま た 願 い っ っ 赴 任5年 目 を迎 え たrI

(ト イ'ソβ吾 且力孝交}受)
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